
東海支部愛知地域会 ２０１８年度 第９回役員会 議事録 

 

日  時 ：2019年３月 1日（金）17：30～19：30 

場  所 ：大光電機 ３階会議室 

出  席 ：吉元 学 地域会長 澤村喜久夫 浅井裕雄 西村和哉 森 哲哉 各副地域会長 

高嶋繁男 近藤万記子 両会長補佐  

野々川光昭 研修室長 

生津康広 村上貴彦 関口啓介 上原徹也 清水孝昭 中渡瀬拡司 各委員長 

竹中アシュ 住宅研究会委員長 

水野豊秋 谷村 茂 両監査 

オブザーバー：石田 壽 矢田義典 両本部理事 

中嶋慶一 和田 JIA愛知・賛助会  

欠  席 ：久保田英之 直前地域会長 見寺昭彦 総務室長 伊藤彰彦 広報室長 高木耕一 事業室長 

      宮坂英司 研修委員長 中澤賢一 ブリテン委員長 原眞佐実 保存研究会委員長 

黒野有一郎 三河地区会長 

議  長 ：森 哲哉 

議事録作成担当委員会：広報委員会  

議事録署名人：澤村喜久夫 生津康広  

前回議事録確認：第７回議事録、第８回議事録  

 

議 事 

１．地域会長挨拶 

賛助会さんの会議室、ショールームなどを積極的に借り、ショールームを見ながら、役員会を行なっていき

たい。 

 

２．報告事項 

（１） 本部報告                  

①  第 253回理事会（ 2/14 ）（ 石田 ）                  資料－１ 

   ・理事会は2月14日に集合方式にて開催された。 

      東海支部に関する事項が多かった。 

●審議事項   

・BIM特別委員会 関東の岡本さんが委員長に就任。 

・SDGS特別委員会の設置及び委員長に岩村さんの就任が承認された。 

   SDGSの建築版をJIAがまとめていく。 

●協議事項 

・2019年度JIA委員会再編の基本方針 

ブランディングとして(仮)JIAスクールをつくる→JIAの教育関係を統合する。 

JIAこども建築会議及びJIA住宅等会議の設立、支部認定評議会の廃止、CPD会議の独立等が新たに提

案された。これらを次年度から行なっていきたい。 

JIAこども建築会議は東海支部で受けることを前提に支部役員会で協議している。 

教育委員会の中に全国学生コンクールを位置付け、本部事業とするということを協議する予定だった

が、実行委員長が出席しなかったため次回に繰越し。 

東海支部は卒コンを次年度中止とすることを説明。 

委員会再編は財政との関連があるので財務委員会と調整しながら進める。 

・2019年度本部予算（案）策定方針について 

会費収入は正会員純減3％で想定、支部運営費の配分率は支部40％を維持（本部60％）、事業収支は

ほぼ±0で作成。 

●報告事項 

・理事懇談会の報告 



全国大会の開催ルールはどうなっているのかということを聞いたところ、特にルール設定はないとの

ことだった。2020年はどこで行うのかは決まっていない。2019年は弘前（青森県）、2021年は沖縄で、

2020年について東海支部に打診があったが、矢田支部長は検討しますとの返事。 

・職能資格制度委員会「職能要件WG」は目的を達成したので解散。 

・知的生産者の公共調達に関する法整備連絡協議会について 

公共施設の設計の発注に対して入札がほとんどであり、知的生産者にとって入札制度は問題であるた

め、会計法・地方自治法の改正を議員立法で2020年の国会に上程したい。 

・CM方式（ピュア型）制度的枠組みに関する検討会について  

3会でCM方式に関する意見書を提出した。 CCMJの資格者と共同しないと一級建築士の資格だけではCM

業務に参画できなくなるおそれがある。そのことを改めようと提案している。 

・JIA各賞の報告 

2018年の建築大賞候補に浅井さんがノミネートされている。 

 

・質疑 

BIM委員長が決まったという事は愛知として委員をふられることはあるのだろうか？(吉元) 

ないと思う (石田) 

意匠法改正案は登録が必要ということで建物の商標のように考えていたが違うようだ。(吉元) 

建築物の意匠も登録できるようになると考えられる。 

支部役員会では、意匠法改正は問題があり内容を把握した上で、JIAとして疑義を申し立てるよう

にとの意見がある。 

住宅部会は実態としてはあると思うのですが、わざわざ全国会議にするということは形式的な作業が

増え、負担が増えるのではないか (吉元) 

まだどのような進め方になるかわからないが、ならないと思う。 (石田) 

卒コンは東海から出展は出来ないのか。自薦他薦、大学推薦などの扱いについて(吉元) 

本部がはっきりしていないため、今後協議する内容となる。現在は審査基準がマチマチとなってい

る。(矢田) 

全国大会2020年は休むということもあるのでは（吉元） 

毎年やる意義があるのか？地方では協賛金集める事がむずかしい。意見書をつけた上で協議する。

2022年やることを進めたい。(矢田) 

財政的には全国大会は隔年でもよいのではないかという意見もある。 沖縄は以前から那覇空港が

拡張された後の2021年に行いたいと主張している。 (石田) 

 

（２） 支部報告 

①  第９回東海支部役員会（ 2/22 ）（ 西村 ）                 資料－２ 

総会 愛知地域会 2019年 5月 10日 14時から 東海支部 2019年 5月 10日 16時から  

場所：アパホテル名古屋錦 

・協議事項 

アーキテクト：毎月発行か隔月発行かの協議。中身をどのようにするべきかの議論が継続中。 

 

（３） 委員会、地区会、研究会報告 

① 会員委員会（ 生津 ）/ JIA愛知・賛助会（ 中嶋 ）賛助会役員会  

特になし(生津) 

賛助会の事業として4月19日 18年度の事業としてCPDの研修会を行う。多くの方の参加を期待しています。 

(中島) 

 

② 広報委員会（ 2/19 ）（ 中渡瀬 ）  

webの会員名簿の改定を行いました。Web自体も変えていこうと動いています。 

                          

③ ブリテン委員会（ 矢田 ） 

次回の支部役員会で大枠の方向性を出したい。3月19日にブリテン委員会を行う。次回の役員会では大

枠をお伝えできるかと思います。 



 

④ 研修委員会（ 2/28 ）       

⑤ 職能・資格制度委員会（ 関口 ） 

2月20日 建築基本法の講演会、ディスカッションを行った。 

 

⑥ 事業委員会 （ 2/28 ）（ 上原 ）        資料－３ 

昨年開いた広葉樹協会とのセミナー企画があります。事業計画を提出します。 

        

 

⑦ 建築相談委員会（ 清水 ） 

特にありません。 

 

⑧ 総務委員会（ 2/25 ）（ 村上 ）        資料－４ 

2月25日総務委員会を開催。議題は今回の役員会について。 

3月29日 役員会の前1時間で、委員長会議を開く  

 

⑨ JIA愛知・大学特別委員会（ 関口 ） 

       3月4日に次回会議がおこなわれます。 

 

⑩ 住宅研究会（ 竹中 ） 

3月30日 インスタセミナーを行います。 

4月11日17時から事務局にて総会開催します。 

             

⑪ 保存研究会 （ 澤村 ） 

特になし 

 

⑫ 三河地区会（ 西村 ） 

特になし 

 

⑬ 対行政ワーキンググループ（ 吉元 ）       資料－５ 

特になし 

 

（４）その他報告 

  ① 建築フェス 2019（2019支部大会）について （ 吉元 ）     資料－６ 

9月末に開催します。半年くらいしか準備期間が無いのでたたき台を作成しました。 

ただし委員長は関口さんなので変更する可能性はあります。 

期間：9月末から10月初旬のトリエンナーレと連携して行えるといいと思う。 

場所：トリエンナーレとの連携を考えると円頓寺、四間道がいいのではないか。 

内容：事業の発表や意見交換できる場になるといいと思う。 

参加者が受け身ではなく能動的に活動していく必要がある。やり放しになるのではなく次へとつなげて

いくといいと思う。 

関口委員長に託してスタートを切っていきたい。 

 

浅井さんより 

建築士会 名古屋6支部30周年の企画を考えている。 

実行委員会： 若手からベテランまでを集めている。 

開催時期：11月23日 

企画：骨格は決まっている。建前のイベントを行う予定 2坪程度の建物を作るなど 

会場：ほぼおさえている。 

テーマ：伝承。 

 



・小原木材主催のコンペ トイレだけではさみしいので休憩所もあるといいと思う。(西村) 

・建築基本法 話し合いを年に一度くらいは行なっていきたい(吉元) 

・豊橋のワークショップと猪高小学校の建築教室との間の期間になるので建築の教室の PRをしたい。

(上原) 

 

② 総会議案書について（ 村上 ） 

各委員会長へとメールしますので早めに返答ください。 

 

③ 録音機購入（ 村上 ） 

録音機購入しました(金額は6900円)。普段は事務局にありますので地域会の活動に利用ください。 

 

④ 退会届 正会員「矢田努」（生津）        資料－７ 

 愛知産業大学の矢田さんより退会届が提出されている。 

 

３．審議事項 

① 事業報告「設計業務等の損害賠償保険研修会」（ 野々川 ）     資料－８ 

   2月13日にTOTOプレゼンルームにて、19名参加者。 

   3者から説明を受けた。他団体保険との違いの説明もあった。 

   JIAの建賠の特徴として、監理時のオプション補償があることと免責金額が低く設定出来る。 

   他保険から乗り換えた場合、５年間保険を使ってなければ他保険の物件も継続して補償する。 

   収支報告。 

  ・JIAと他団体保険の比較表がわかりやすかったので、会員に情報提供してください。（吉元） 

  ➡承認 

  その他、建築家会館の田辺さんから設計事務所も働き方改革の研修会開催の打診を受けた。 

 

② 事業報告「三河地区持ち出し役員会および例会」（ 西村 ）       資料－９ 

   2月1日の前回の持出役員会のご報告。 

   三河エリアでの視察対象を探す事が大変なので地区連絡会のような位置付けに改変したらどうだろう      

か。 

   収支報告。 

  ➡承認 

  

③ 「あいちトリエンナーレ 2019」の開催に対する支援依頼について（ 吉元 ）   資料－１０ 

最低限の10万円の協賛を行う予定。トリエンナーレのパンフレットは事務局に置いてあります。 

10万円のメリットはガイドブックなどに企業名を掲載してもらえる他、チケット10枚支給される 

質問 

前回の協賛金も10万円だったのか(上原) 

はい。(吉元) 

    ➡承認 

 

４．協議事項 

 なし  

 

５．専決事項（ 後援名義・広告掲載・協賛など ） 

 ① アメリカ広葉樹輸出協会 アメリカ広葉樹日米建築家懇談会への後援（ 吉元 ）   資料－１１ 

    後援依頼があった。皆さん、ご参加をお願い致します。 

  

② 名古屋市 CB塀等の安全確認リーフレットへの連絡先の継続掲載（ 吉元 ）   資料－１２ 

   名古屋市がリーフレットを改良、訂正したので連絡先として再度掲載依頼があった。 

 

６．その他報告 



 ① 第 127回建築八団体連絡会議（ 2/4 ）（ 村上 ）      資料－１３ 

 今年度の決算書の確認。JIAの負担金は例年通り78000円で決定しています。  

 

② 中部公共建築設計懇談会（ 吉元 ） 

延べ面積、設計料が大きなものはプロポーザル。 

延べ面積、設計料が小さなものは入札。 

同等の規模・用途であってもプロポーザルと入札では設計料に差があることを問題として提起した。 

会の中で作業部会の設置を依頼した。 

入札と告示との設計料の乖離はダブルスタンダードとなってしまい、問題ではなかろうか。 

支部で行うと規模が大きすぎるので愛知として行なっていきたい。 

JIAがコンペ、プロポのハードルを下げる活動をしていることを若手、学生にアピールしていきたい。 

次世代につなげていく活動を行なっていきたい。 

 

７．監査意見 

(谷村) 

特になし。 

中部公共建築設計懇談会に過剰な期待しない方がいいかもしれません。 

 

(水野) 

愛知地域会の役員会内でアーキテクトの議論がされていないが、地域会としての意見を 

挙げるべきではないか。 

 

 

次回役員会 2019年 3月 29日（金）18：00～20：00（JIA東海支部事務局 会議室） 

 

次回議事録担当委員会：ブリテン委員会 

次回資料提出締切日：2019年 3月 25日（月） 

資料提出先：村上貴彦 総務委員長 

 

役員会前 委員長会議（17：00～ JIA東海支部事務局 会議室） 

 

※2019年 6月に開催予定の事業計画などがある場合は次回役員会に協議事項としてあげてください。 

資料提出先：総務委員会 村上貴彦 

 

 

議事録作成 広報委員長 中渡瀬拡司 

議事録署名人 澤村喜久夫  

議事録署名人 生津康広 


